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【科目】生産システム工学実験
【科目分類】 専門科目 【選択・必修の別】必修 【学期・単位数】後期・1単位
【対象学科・専攻】生産システム  1年
【担当教員】 富澤　良行

【授業目標】
・実験課題に対する基礎知識や、実験の意味が正しく理解されていること。
・正しい実験手法を身につけ、その意味が理解されていること。
・実験データを正しく解析し、得られた結果に対して合理的な解釈が与えられること。
・機械・電気・電子・情報の各分野の実験を通して、そこでの考え方・アプローチの違いや特徴が正しく認識されて
いること。
・報告書作成様式の基本を理解し、課題に応じた、効果的かつ効率的な実験報告書の作成ができること。

【教育方針・授業概要】
本科目の総授業時間数は33.75時間である。
5～6名を単位とした班編成で、週1回、3週間で1テーマの実験を各担当教官の指導の下で実施する。実験テーマと担
当教官は以下の様になっている。
「PID制御法による１軸倒立振子実験」…平社信人
「Arduinoを用いたアナログ回路計測及びデジタル回路テスト環境の構築」　…松本敦
「GUIを活用したDSPソフトウェアの開発」　…谷中　勝
「Processingによるビジュアルプログラミング実習」　…荒川達也
「Rによるデータマイニング実習」…崔雄
実験は原則として、各担当教員の研究室で行う。実験は,１）実験内容の理解、２）実験の実施、３）報告書の作成
、から成る。１）では実験そのものの理解に留まらず、その基礎となる背景も含め、各自が文献などで学習すること
が必要である。十分な理解をもって実験に臨んでほしい。２）では担当教官の指導の下で、正しい実験手法を理解し
た後、実験を行い、得られた結果の解析を行う。３）では、構成、文章表現などに留意し報告書を作成する。報告書
の提出期限は厳守すること。尚、必要に応じて担当教官による報告書作成の指導を行う。

【成績評価方法】
[後期]レポート：100％,実験は、実際に参加して自ら行うことが大前提である。その下で以下の評価基準を設ける。
ただし、実験テーマによって、各評価の割合が若干異なることがある。　評価項目：実験内容の理解度・実験の取り
組み方、課題の達成度、報告書の内容・構成・文章表現・提出期限

【達成目標】
　 達成目標 割合 評価方法

1 各実験課題の意味とその手法を正しく理解し、実行できる。 40 % レポートにより評価する。

2 各実験課題の目的に応じて、適切でかつ効率的な実験報告書を作成 60 % レポートにより評価する。

できる。

【本校の学習・教育目標】
○(D-1) 自然科学、基礎工学、専門工学の知識を総合的に利用し、創造性を発揮して現実の技術的課題の解決に応用で

きる
◎(D-2) 技術的問題解決のために必要な情報を収集し、解析するための情報処理技術及び工学的ツールを活用できる
◎(D-3) 実験・実習科目の修得を通じて、自主的、継続的、そして計画的に学習できる能力を獲得する



【授業計画】（生産システム工学実験）
回数 授業の主題 内容 レポート 宿題

１班 ○PID制御法による１軸倒立振 制御工学において、代表手法とされているPID制御に レポート

子実験（担当教員：平社 信人 ついて実験的に学習する。DCモータを用いた回転ーボ

） システムの速度制御と位置制御について、制御システ

ムの定式化、PID各ゲイン設定、静特性、ステップ応

答、周波数応答実験を実施する。これの実験結果より

伝達関数モデルを作成し、制御解析を行う。また、1

軸倒立振子機構使用した制御実験を行い、パラメータ

調整による応答変化を確認し、制御実験結果と解析結

果の比較及び評価・考察を行う。

２班 ○Arduinoを用いたアナログ回 マイコンボードArduinoを活用した測定・テスト環境 レポート

路計測及びデジタル回路テスト の構築を本実験の主題とする。まずマイコンボードの

環境の構築（担当教員：松本敦 使用法およびPWMからのアナログ信号生成方法につい

） て学習する。次に、それを用いて、半導体素子の静的

特性評価に関して、自動的な入力パタｰン生成、およ

び出力集録を行うシステムを構築する。最後に、基本

的なデジタル演算回路に対して、入力パターン生成方

法、および出力結果照合を行うシステムを構築する。

３班 ○ＧＵＩを活用したＤＳＰソフ まず、標本化定理や量子化雑音等のディジタル信号処 レポート

トウェアの開発（担当教員：谷 理（DSP）の基本に関する計算機シミュレーション実

中勝） 験を行う。つぎに、FIRフィルタで低域通過フィルタ

を設計し、計算機上でシミュレーションしてその性能

を評価する。その際、オペレーティングシステム Mac

 OS X に組み込まれている開発環境、インターフェー

スビルダ(interface builder)を利用して、GUIアプリ

ケーションを開発するプログラミング実習も行い、ユ

ーザにも開発者にも使いやすいGUI環境についての理

解も深める。

４班 ○Processingによるビジュアル Processingを用いてインタラクティブに動作するデジ レポート

プログラミング実習（担当教員 タルアート作品の創作を行う。Processingとはデジタ

：荒川達也） ルアートやビジュアルデザインのためのオープンソー

スのプログラミング言語（開発環境）であり、高度な

アニメーション動作を容易に実現できることで知られ

ている。本実験ではProcessing の基本事項からはじ

めて、プログラミングの基礎を復習しながらビジュア

ルプログラミングの考え方を学び、最終的にはオリジ

ナルのビジュアルアート作品を完成させることを目標

とする。

５班 ○Rによるデータマイニング実 データマイニングは大規模なデータの中から有益な関 レポート

習（担当教員：崔雄） 係性を見つける方法として情報工学分野において幅広

く利用されている。本実験では、データマイニングの

手法でも主成分解析とクラスター分析を重心に、デー

タの特性を分析する方法が演習できます。特に本テー

マでは、Rによるデータマイニング手法を利用し、実

際計測した様々な歩行のモーションデータから特徴パ

ラメータを解析することができます。


